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木が I ダ 



げんぶん おおさか 

元 文 三年 十一月 二十 三日の 事で ある。 大阪 で、 船 乗 

かつら やた ろべ え きづが わぐ ち 

リ業 桂屋太 郎兵衛 という もの を、 木津 川口で 三日間 さ 

ざんざい こうさつ 

らした 上、 斬罪に 処 すると、 高札に 書いて 立てられた。 

巿中 至る所 太 郎兵衛 のう わさば かりして いる 中に、 そ 

れを 最も 痛切に 感ぜなくて はならぬ 太 郎兵衛 の 家族 は、 

みなみぐ み ほりえば しぎ わ 

南 組 堀江 橋 際の 家で、 もう 丸 二 年 ほど、 ほとんど 全く 

世間との 交通 を 絶って 暮らして いるので ある。 

この 予期すべき 出来事 を、 桂屋へ 知らせに 来たの は、 

ひらの まち 

ほど 遠から ぬ 平野 町に 住んで いる 太 郎兵衛 が 女房の 母 

しらがあたま おうな 

であった。 この 白髪頭の 媼の事 を桂屋 では 平野 町の 

おば あ K と 言って いる。 おば ぁ康と は、 桂屋 にいる 五 



厄難に 会った 初めに は、 女房 はた だ 茫然と 目 をみ 

はって いて、 食事 も 子供の ために、 器械 的に 世話 をす 

のど 

る だけで、 自分 は ほとんど 何も 食わずに、 しきりに 咽 

がか わくと 言って は、 湯 を 少しずつ 飲んで いた。 夜 は 

疲れて ぐっすり 寝た かと 思う と、 たびたび 目 を さまし 

てた め 息をつく。 それから 起きて、 夜な かに 裁縫な ど 

をす る ことがある。 そんな 時 は、 そばに 母の 寝て いぬ 

のに 気がついて、 最初に 四 歳になる 初 五郎が 目 を さま 

す。 次いで 六 歳になる とくが 目 を さます。 女房 は 子供 

に 呼ばれて 床に はいって、 子供が 安心して 寝つ くと、 

また 大きく 目 を あいて ため息 をつ いている のであった _ 



母の 話 を 物陰から 聞いた 事、 夜に なって 床に^つ て か 

ら、 出願 を 思い立った 事、 妹 まつに 打ち明けて 勧誘し 

がんしょ 

た 事、 自分で 願書 を 書いた 事、 長 太 郎が目 を さました 

ので 同行 を 許し、 奉行所の 町名 を 聞いて から、 案内 を 

つめし ゆう 

させた 事、 奉行所に 来て 門番と 応対し、 次いで 詰 衆 の 

より. 5 

与力に 願書の 取次 を 頼んだ 事、 与力ら に 強要 せられて 

帰った 事、 およそ 前日 来 経歴した 事 を 問われる ままに、 

は つ きり 答えた。 

「それで はまつ の ほかに はだれ にも 相談 はいたさぬ の 

じ やな」 と、 取調 役が 問うた。 

「だれに も 申しません。 長太郎 にもく わしい 事 は 申し 



知らなかった の は 無理 もない。 しかし 献身のう ちに 潜 

ほ ► .1 さき 

む 反抗の 鋒 は、 いちと ことば を 交えた 佐 佐の みで は 

なく、 書院に いた 役人 一同の 胸 をも剌 した。 



城代 も両 奉行 もい ち を 「変な 小娘 だ」 と 感じて、 そ 

の 感じに は 物で も 憑いて いるので はない かとい う 迷信 

さえ 加わった ので、 孝女に 対する 同情 は 薄かった が、 

当時の 行政 司法の、 元始 的な 機関が 自然に 活動して、 

いちの 願意 は 期せず して 貫徹した。 桂 屋太郎 兵 衛の刑 

の 執行 は、 「江戸へ 伺 中日 延」 という ことにな つた。 

これ は 取り調べ のあった 翌日、 十一 月 二十 五日に 



まち どし より 

町 年寄に 達せられた。 次いで 元 文 四 年 三月 二日に、 「京 

だ、，" じょ 1 つ 5J そろ にちげん 

都に おいて 大嘗会 御 執行 相 成り 候て より 日限 も 相 立た 

ざる 儀に つき、 太 郎兵衛 事、 死罪 御 赦免 仰せいだ され、 

てんま くちお かまい 

大阪 北、 南 組、 天 満の三 口 御 構の 上 追放」 という こと 

になった。 桂屋の 家族 は、 再び 西 奉行所に 呼び出され 

て、 父に 別れ を 告げる ことができた。 大嘗 会と いうの 

じょうきょう ひがし やまてん のう 

は、 貞 享 四 年に 東 山 天皇 の 盛儀が あってから、 桂屋 

こ-つ さ つ 

太 郎兵衛 の 事 を 書いた 高札の 立った 元 文 三年 十 一 月 一 一 

十三 日の 直前、 同じ 月の 十九 日に 五十 一 年 目に、 

さくら まち てん のう 

桜 町 天皇 が 挙行した もうまで、 中絶して いたので ある。 
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